
　　　　　　ノ　　　　0，0一ジエチルーO一（5，5，6一トリクロロー2一ピリジル）

　　　　ホスホロチオエートの分解度試験成績報告書

1．試験期間　　昭和51年12月25日～昭和52年6月25日

2試料名　o，o」ジエテルー。一（5，5，6一トリクロロー2一ピリジル）

　　　　　　　　　ホスホロチオエート　　（試料姦K－525）

　　分子式　c，Hi1C2事NOlps

　　構　造　式

　　　　　　　α
　　　　　　　　　　　導

α　喀肥
　　　㏄

　　　性状　融点420～455℃純度9966％
　　　　　　　　溶解性　水に不溶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

1鰭蕪／…一…一
　5．1　試験装置

　　　　酸素消費量自動測定機

　5．2　酸素消費量測定

　　　　　ろ．1の記録による

　5．5　生分解試験後の直接定量法

　　⑥　使用分析機器

　　　　　ガスクロマトグラ7　　検出器FエD
　　　　　紫外可視自記分光光度計

5．試験方法及ぴ条件

　　（b）　分析試料の前処理

　　　　　　　　　　　　試　験　液一

　　　　　　　　　　　　　　←クロロホルム　451nl

　　　　　　　　　　　　　　　・振とう抽出　 15分

　　　　　　　　　　　　　　　・静置　50分

　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　区不可　　涜・ホル嘱
　　　　　←一寸一『一一　　　　　　　　I
　　　　　　　l　　　　　　　←クロロホルム45皿1　　1・脱水（1－SPろ紙）
　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　・振とう抽出　15分　　1

　　　　　　　．鑓5。分　1

・・

唖試綱　　　一ク・・ホルム1・・螺定容

　　　　　　　　　　　　　　』』一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　　　　　　　　！」　　　　　　　　予
　　　　　　　　　遡　吸光光度計試料
　　　　　　　　　　　　　　　　」

　（e）分析条件

　　　ガスクロマトグラフ（GC）検出器FエD

　　　　キャリアガス　　N1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
　　　　充てん剤　5％DC－550／クロモソルフW（5％ゆH処理）

　　　　ガラスカラム　　2血φ×1皿

　　　　カラム温度　 200℃

　　　紫外可視自記分光光度計（吸光光度計）

　　　　波　長250n皿～560m
　　　　スリッ　ト幅　　　　4nm

　　　　使用セル　石英セル1㎜



4．試験結果
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考　　　察

　K－5250，0’」ジエ勃一〇一（5，5，6一ト妙・・一2一ピリジル）枢

ホロチオエートの分解度試験の酸素消費量による結果と、直接定

量による結果（σC及びUVによる測定）が少々異っている。

　これの原因として、加水分解が考えられる。試験後の直接

定量の結果、K－325の残留度が低ぐ左っている。又、クロロ

ホルム抽出後の水層のUV測定により、520n皿に吸収極大が

存在する。（図一4参照）　K－525は次のように加水分解す

る。（参考参照）
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　　　5，5，6一トリクロロー2一ピリジノrル〔1〕は520nmにU　Vに吸収

　　極大が測定される・　0・5％zk酸化ナトリウム水溶液中でK－

　　5251000P鋼を加水分解（5日間室温にて放置）後に520

　　皿1のU▽吸収極大を確認した。（図一5参照）

　　　又、クーロメ一夕ーの仕込時と取り出し時にむいての水系の

　　pH変化を測定した結果、pH＝5．5→pH＝4．7となり、

　　リン酸誘導体〔皿）の影響と思われる。

　　　以上の結果、K－525は水系，汚泥系共に加水分解を受け、

　　汚泥系で加水分解が促進される。

6　備　　　考

　　　ク一口メ一夕ーヘのセット状況は次のようであった。

仕込時：　水・汚泥系共に培養ビンの底に白色固体として存

終了時：

在

pHは汚泥系6．9　水　系5．5

汚泥系は少し白濁し、培養ピンの底に固体が存在

水系は培養ビンの底に白色固体が存在

pHは汚泥系ZO　水　系4．7

　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


